
　　藤島地域振興計画実施状況 資料３
施策の
基本方針 具体的な展開方策 内　　容 推進事業 進捗状況 課題

○藤島地域に集積する農業関連施設やエコタウンの取組みなど、庄内農
業の中心である藤島の魅力を積極的に発信し、農業を基幹産業とする藤
島地域の振興、活性化を推進する。
○地域住民、特に子ども達に庄内農業の未来や魅力に関心を持たせ、地
域への誇りと愛着を育む取り組みを推進する。
○庄内農業高等学校が、より魅力ある学校として発展することを支援する
とともに、地域の活性化を図るため、地域や関係団体等との連携強化を図
る。

○農業を基幹産業とする藤島地域の農業関連各施設・エコタウンの取り組み等を通
じて藤島の魅力が発信・周知されてきた。さらに鶴岡市全域への拡大を図っている
が、有機農業そのものの拡大は緩やかな伸びとなっている。
○地域の子どもたちの地域への誇りと愛着を育む取組みが継続実施されている。
○農業高校としての特性を活かした庄農と地域・各種団体と連携した取組みが着実
に実施されている。

・各方面で様々な推進している活動が連携し
藤島地域が一体となった地域振興・活性化
事業の展開が望まれる。
・地域の特徴や自然環境と有機栽培米を
マッチングしブランドとして確立させ、首都圏
に販路を拡大させる。

1.人と環境にやさしい農業の
推進
【担当課：産業建設課】
【担当者：高橋智也】

○地域の主要産業である農業を核とした「人と環境にやさしいまちづくり」
をまちづくりの中心に据え、エコタウンプロジェクトの推進など、環境にやさ
しい安全・安心な農産物づくりを積極的に進める。
○環境に配慮した有機農業をはじめとする、人と環境にやさしい藤島地域
の農業を引き続き推進するとともに、藤島地域にのみならず鶴岡市全域で
の取組みへと発展させる。
○藤島や首都圏で開催しているイベント等へボランティア参画している首
都圏大学生が鶴岡市での農業体験、観光体験を情報発信し、市のイメー
ジの向上を図るとともに若年層の移住を促進する。
○水稲以外の地域の特産となる新たな農産物の生産振興と商品開発を
進め、地域産業の創出を推進する。

①消費者に信頼され愛される藤島地域農業の確立
　　（人と環境にやさしい農業推進事業）
②生活と産業を結ぶ循環とリサイクルシステムの普及
促進　（土づくり推進事業）
③都市消費者等との交流の促進　（人と環境にやさし
い農業サポーター学生ネットワーク連携事業）
④地産地消の推進　（つるおか食の祭典における有機
農産物の提供）
平成30年度より首都圏大学との交流事業を独立して実
施している。
⑤地域の特産となる新たな農産物の創出　（鶴岡産機
能性野菜地域利活用推進事業）

○有機農業推進協議会が中心となり、有機農法の先進地事例・有効技術の周知拡
散を図っている。
また、人と環境にやさしい農産物の消費拡大と首都圏におけるPR拡大を図るため都
市消費者との交流推進を図っている。
また、平成16年度より開催しているつるおか食の祭典が14回目となった。地元産食材
を使用した料理の試食提供や有機米の食べ比べを行った。
○土づくり事業については、従来のJAに加え、鶴岡市内の量販店等にも出荷し小袋
堆肥の販売拡大を図っている。
○11年間にわたり社会調査を実施している東洋大学社会学部等の学生より、地域の
農業、観光体験、イベントボランティアの模様などをSNS、HP等で情報発信し、魅力
的な地域資源や観光スポットを紹介している。また、東洋大学に加え、平成29年度よ
り大東文化大学が新たに首都圏との交流事業に参画し、大学祭等で市独自認証米
のPRと販売を行った。
○地域の特産となる新たな農産物として取り組んだ「すいおう」は、各取組みや加工
に欠かせないパウダー化に成功した。平成28年度に開催した「つるおか食の創造シ
ンポジウム」を契機に、本年度は、「鶴岡産すいおう地域利活用推進委員会」を設立
し、すいおうの新たな加工活用や飲食店での提供商品開発、生葉販売体制構築な
どによる消費拡大を図った。

・有機農産物生産に意欲的に取り組む機運
醸成につながる消費及び販路拡大。
・有機農業推進協議会への支援の強化と新
規有機農業者への技術の伝承
・つるおか食の祭典のイベント内容の恒常
化。
・畜産農家の減少に伴い原料確保が困難に
なっている。また堆肥の生産から出荷までは
施設や機械設備が必要不可欠だが、経年
劣化による損傷が激しい。
・平成30年度より東洋大学から大東文化大
学に取り組みが移行することからスムーズな
事業展開を行う必要がある。
・すいおうの生産及びパウダー加工の民間事
業者への移行と自立。

２．米作りがさかんな庄内農
業の中心である藤島の情報
発信
【担当課：産業建設課】
【担当者：高橋智也】

○藤島地域の農産物の知名度アップと販路拡大に向け、集積する農業関
連施設や人と環境にやさしい農業の取り組みなど、庄内農業の中心であ
る藤島の魅力を積極的に発信するとともに、農業分野における特色ある資
源をいかした地域振興を一層推進する。

①ミニチュア映像等による藤島の紹介
②ビデオ等による市独自認証の特別栽培米の紹介
③東田川文化記念館を活用した地域農業の情報発信
（未着手）

○市独自認証特別栽培米、関連する農業施設の紹介も含めた藤島の年間を通じた
米づくりのミニチュア映像がH28年度完成し、HPにアップし情報発信している。
○地元小学校及び首都圏小学校における農業の出前授業に資料として提供し、農
業への理解を深めている。
○人と環境にやさしい農業を実践する農業者が、来鶴した首都圏消費者から視聴し
ていただき一年を通した農業の取り組みを紹介している。

・藤島地域の農産物の知名度アップとなるミ
ニチュア映像の効果的な活用。
・Youtube等、他の媒体による拡散。（Youtube
は掲載にあたり市のアカウントが必要）

３．食農教育等を通したふるさ
と意識の醸成
【担当課：産業建設課】
【担当者：高橋智也】

○地域の未来を担う子どもたちに、地元の主産業である農業について食
農教育や農業体験を学習など学ぶ機会を提供し、庄内農業の未来や魅
力への関心を深め、地域に対する誇りと愛着を育む取組みを進める。
○身近な環境に対する関心と理解を深め、環境保全、よりよい環境を創造
する行動力や能力を育む取組みを推進する。

①次世代を担う子どもたちの食農教育を通じたふるさと
意識の醸成（人と環境にやさしい農業推進事業）
②水田による循環保全機能の学習（田んぼの生き物調
査）

○毎年、藤島地域内の各小学5年生を対象に、田植え後の初夏の田んぼで、田に生
息する生物調査を実施している。また秋には収穫、その後の炊飯体験など生産者を
先生とした人と環境にやさしい農業の出前授業を実施してきた。
それら体験・学びを通じて身近な環境に対する関心と理解を深めるとともに、地域に
対する誇りと愛着を深める取組みを推進している。

・藤島地域外の市内全域への普及による周
知拡大。

・年間を通じた継続的な体験学習の実施。

４．庄内農業高等学校と地域
との連携推進
【担当課：総務企画課】
【担当者：叶野進】

○庄内農業高等学校の伝統と教育活動の特色などを踏まえつつ、より魅
力ある学校として発展することを支援するとともに、地域の活性化を図るた
め、庄内農業高等学校地域連携協議会を中心として、庄内農業高等学校
と地域や関係団体などとの連携強化を進めます。

①庄内農業高等学校地域連携事業の推進
　（ユネスコ食文化創造都市鶴岡の魅力体験支援、就
農・食関連産業サポート支援、農業の成長産業・6次産
業化支援、農・福連携地域交流農園整備支援、農業コ
ンテスト出品等ＰＲ支援など）

○本市ユネスコ食文化創造都市の取り組みと連携した、食文化創造の学習支援。
○農業高校の特長を活かした加工品や麺類開発による商品化と、コンテスト等の出
品支援。
○地元就農・就職サポート支援による人材育成支援、地域と連携した交流農園の整
備支援など。

・少子化による入学希望者の減少に対する
連携
・地元就農および地元定着の促進
・これからの地域づくり・活性化担い手人材育
成につながる連携

①②事業は継続する

①事業は継続する（取り組
み内容は毎年検討）

1.農業関連資源を生かした地域振興
　の実現

今後の事業展開

・有機栽培農産物のブラン
ド確立と首都圏における販
路の拡大（新規事業として
追加）

①～⑤事業は継続する
③事業から発展させ新たに
「首都圏大学・農村農業
マッチング事業」を追加する
（Ｈ30～）

①②事業は活用のＰＲのみ
となるので事業としてはＨ30
で終了する
③事業は、「ふじの里づくりの
推進」としてＨ31～展開して
いく

田んぼの生き物調査による 

        地域環境の再発
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平成29年度は更に田んぼや米

づくりへの理解を深めたいとの

地元小学校の要望もあり、有機

農家による特別授業も実施した。 

秋には授業で有機米の食べ比

べを行い、人と環境にやさしい

農業への理解を更に深める。 

            

               

首都圏イベントにおける安

全・安心な農産物の販売 

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 
 
  
  
  
  
  
  

  

  

 

 

 

 

       

  
  

  

  

横浜市みどり保育園グ

ループ給食利用、特栽米

田植え稲刈り体験 
  
  
  
  

  

 

 

 

  
 

安全・安心な農産物の生産

農家による首都圏出前授業 

  

  

  

  

  

  

  

  

都内米穀店へ販路拡大依頼  

  

  

  

  

  

  

  

１－２米づくりがさかん

な庄内農業の中心であ

る藤島の情報発信 

１－３ 食農教育等を通した 

ふるさと意識の醸成 
１－４ 庄内農業高等学校と地域との連携推進 

 ミニチュア映像による 
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食品等加工品の商品化支援 
 
 
  
  
  
  
  
  
  

  

庄農産農産物、在来作

物等を活用した食品等

の加工、商品化への支

援。Ｈ27:米粉シフォン

ケーキを産直で販売。

Ｈ28:地元レストランに

加工品を提案。 

加茂水産高校とのコラ

ボ麺類開発をＨ28から

スタート。H29に合同

実習、地域プレ試食会

を開催。秋のイベント

での商品化に向けて取

り組んでいる。 

農高出前講座・地域農業研究ＷＳ 
  
 
 
  
  
  
  
  
  

   

  

  

 伝統野菜等の栽培・研究 
  
 
 
  
  
  
  
  
  
  

  

  

農高出前講座：企業とのコラボした

６次産業化としてＨ28年からパパイ

ヤの加工品開発に向け栽培研究をス

タート 
   

地域農業研究ＷＳ:東北公益大学出

前講座を開催(Ｈ28)Ｈ29には同大学

地域課題解決（地域活性化：庄内柿

本市認証特栽米を平成18
年度より給食に提供。年
２回の来鶴時に栽培農家
と交流を行っている。 

平成11年より練馬区光が丘の

イベント参加。継続参加によ

り関係が強固となっており、

今後も継続ＰＲを実施。  

平成26年度より首都圏小学校

で出前授業を実施。  

練馬区の４つの小学校で出前
授業を行うとともに学校関係
者へＰＲ。 

 

平成28年度より、練馬区と協力

し、独自認証米を販売店等にＰ

Ｒ。首都圏の販売店によるマッ

チングフェア・商談会参加し販

売促進、流通量の拡大を図る。 

人と環境にやさしい農業サ

ポーター学生ネットワーク連

携事業【Ｈ29新規】 

藤島地域へ授業等で訪れる学

生らが、地域の観光資源を体

平成17年から推進してきた機

能性野菜すいおうの新たな加

工活用や地元飲食店で提供

商品を開発する。 

鶴岡産機能性野菜地域利活

用推進事業【Ｈ29新規事業】 

Ｈ18年から継続実施。H29から

非農家世帯も多くなっているた

め、保護者も含めた田んぼの

生き物調査を実施。 

１－１ 人と環境にやさしい農業の推進 
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地域公開講演会開催  
 
 
  
  
  
  
  
  

   

  

  

H25以降、地域農業や地域

づくり、地域を担う人材

育成を目的に、先進的な

農業など第一線で活躍す

る外部講師を招聘し、地

域公開講演会を開催。 

加茂水産高校とのコラボ 
  
  
  

   

  

  
両生徒会ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟで、農業、

漁業を学ぶ両校の強みを活

かしたコラボ菓子を企画。

H28つるおか産業まつりで

試食会を開催。H29秋の本

格的な商品化に向け取り組

んでいる。 

地域交流農園 
 
 
  
  
  
  
  
  

   

  

  

庄農高と地域福祉委員会、地

域住民が連携した「農福連携

プロジェクト」の取り組みの

一環としてH28より実施。野

菜の栽培・収穫を行い、農業

を通じた地域交流活動を展開。 

藤島地域の年間を通じた米

づくりのミニチュア映像を

作成し、H28年度からＨＰ

にアップし情報発信してい

る。より効果的な活用方法

を検討する。 

  

  

  

在来作物、伝統野菜、機能性

野菜（翆王）など、地域に根

付いた作物栽培に取り組み、

Ｈ28は地元漬物会社と共同で、

外内島きゅうりピクルスを開

発。ふじしま大根の加工も継

続して取り組んでいる。 

東洋大学・大東文化

大学「庄内藤島調査

の履修生が運営す

るＳＮＳやFacebook

を活用するほか、学

生自らが立ち上げた

ブログにおいて鶴岡

市及び藤島地域域

資源をＰＲする。さら

には、鶴岡市への若

年層の移住希望者

を増加させる 
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